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北大水産業報
41(4)， 221-226. 1990. 

マコンブ種苗糸赤変原因菌Alteromonassp.の北海道沿岸における分布

山田毅史*・吉水守'・絵画良男‘・木村喬久'

Distribution of Alteromonas sp.， the Red-spot Causative A~ent 
on the Culture Bed of Makonbu Lαminariαjαr.ponicα， 

in Coastal Areas of Hokkaido 

Kiyoshi YAMADAぺMamoruY OSHIMIZUへYoshioEZURA * 
and Takahisa KIMURA * 

Abstract 

From June 1988ωFebruary 1989， with ex田ptionof the Tok叫 iand Kushiro regions， 
sampling of surface seawa'七erw回 conduc飴daround Hokkaido shor倒 ωinvestig90飴 distribu-
tion of the A ltero刑制凶 sp・. The AlteromonlUl sp. is known七obe七hec9ous9otive agent of 
red-spoもphenomenonon七heculture bed of 90凶ificiallycultured makonbu sporophy七es.
AももheOshima Peninsul9o，ぬismarine bac回 iumw幽 de胤旬dfrom 叩 lyJuly ω 
mid-J anu90ry at average w90七erもempera色町'eof 16.4.C and 5.4.C， resp田もively.
From Augusも七oOctober，もheb臨もerium90pp抽 redin high frequency in this area. 
Fu凶hermore，ぬisbacもeriumw嗣 de七回初din many s90mpling si回 inHokk9oido from JulyもO
October. 
However， this bac七eriumw幽 no七de七ectedin any sampl回 takenduring themonth of 
February. Thus，も，hepr田entfinding showsも，haもも，heAlterom側耐 sp.is not only loc9o七edin 
m9okonbu cultiv9otion町 eain Funka Bay， but around Hokk9oido shor四回 well.

緒 言

室内培養中の促成マコンブ種苗に発生する赤変病害の原因菌はAltero仰 nω 属の海洋細菌でプ

ロデギオシン様赤色色素並び、に溶菌酵素を産生する特異な性状を有している(絵面ら， 1988b)。

Yumoωω901. (198990)は噴火湾沿岸のマコンブ養殖海域における本病害原因菌Alteromonassp. 

の分布調査を行ない，本原因菌が水温 13.0以上となる 6月下旬頃から検出され始め， 8-9月には

調査全域から高率に検出されたが，その後水温の低下とともに検出率も低下し，冬季から春季に

かけて検出されなくなったと報告している。さらに同海域における水塊の年変遷と本原因菌の変

動との関係から，本原因菌が同湾に常在している可能性を推論している。

ところで，本原因菌はマコンブ種苗採苗用の母藻に付着して種苗培養水槽内に侵入することが

明らかにされているが，本原因菌の諸性状からは本菌がマコンブの生活史に密接した生態を有し

ているとは考え難い(絵面ら， 1988b; Yumoto凶 901.， 1989晶)。そこで、本研究で、はマコンブ養殖海

域以外に調査域を広げ，本原因菌の分布並びに菌数の年変動について調べた。

-北海道大学水産学部微生物学講座
(Labor，仰 ry01 Microbioゐgy，Faculty 01 Fishe由民 Hokka仙 Un問問ty，Hakodate， 041， Jap側)
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材料および方法

試料 1988年6月から 1989年2月まで渡島半島西部沿岸 10ケ所(乙部，江差一1，-2，大崎，江良，

折戸浜，白神，知内，茂辺地，七重浜)および東部沿岸 11ヶ所(石崎，日浦，恵山，尾札部，川

汲，安浦，臼尻-1，-2，大船，鹿部，姥谷)の定点において毎月 1回ずつ沿岸表面水を採取した。そ

の他に 1988年9月を中心にFig.2に示す北海道内 34ケ所の沿岸表面水計47検体を採取した。試

料は滅菌プラスチック容器で直接採取し，函館近郊の地点で採取した試料は氷冷して実験室に持

ち帰り，直ちに実験に供した。遠隔地の試料は本原因菌検出用の Escherおh句 ωli生菌を含む軟寒

天でコーティングした糸巻スライド (Yumoもoet al.， 1989a)を入れた容器に採取し，氷冷するこ

となく実験室に輸送または持ち帰り，下記の大型試験管に移し，本原因菌の検出を行なった。な

お1989年2月に渡島半島各定点から採取した試料については4∞ mlを0.45μm孔径のフィル

ター(ミリポア製HAタイプ)で滴過し，フィルターを滅菌天然、海水40mlに加え，ホモジナイズ

したものを試料原液として供試した。

本原因菌の検出および菌数測定本原因菌の検出はYumoωωal.(1989a)の方法に従って行

なった。すなわち上記の糸巻スライドを入れた大型試験管に試水40mlを入れ， 2000で7日間培

養後，試料液を捨て，滅菌天然海水40mlを加えてさらに7日間培養した。この聞に糸巻スライド

が赤変したものを陽性とした。なお，本原因菌の赤色色素産生量は塩化ナトリウムと鉄の存在下

で増強される(末発表データ)ことから， 1988年9月24日以降の試料には補強液(クエン酸鉄ア

ンモニウム 0.36g，塩化ナトリウム 18g，天然海水 1，∞Oml)lmlを試水40mlに添加した。本原

因菌の生菌数測定は次の方法で行なった。小型試験管に強化海水(クエン酸鉄アンモニウム 0.01

g，塩化ナトリウム 5.0g，天然海水 1，0OOml)を1.8mlずつ分注し，これにE.ωli生菌を含む軟

寒天でコーテングしたクレモナ糸(長さ約5cm)を1本ずつ入れたものを培地として用いた。試

料の 10倍希釈液列を作り，各希釈液を0.2mlずつ3本の培地に接種し，2000で14日間培養し，ク

レモナ糸の赤変の有無を観察し，赤変陽性試験管数から最確数法 (M.P.N.，3本法)により菌数を

算出した。

一般生菌数の測定試料の 10倍希釈液列の各希釈液0.2mlをCAM培地平板 (Yumoωωal.，

1989a)表面に塗抹し， 2000で7日間培養して一般生菌数を求めた。

結 果

渡島半島沿岸における本原因菌の検出

渡島半島西部沿岸定点 10ヶ所，東部沿岸定点 11ケ所の各調査日毎のそれぞれの平均水温およ

び本原因菌検出試料数を Fig.lに示した。6月の調査時の西部沿岸域の平均水温は 12.500，東部の

平均水温は9.900でいずれの定点からも本原因菌は検出きれなかった。しかし， 7月には平均水温

が西部で 19.000，東部で 16.400と上昇し，西部地域の 7ヶ所，東部地域の 3ヶ所で本原因菌が検出

された。なお，本原因菌の検出された 10定点での最低水温は 14.500であった。8月から 10月まで

はほとんどの定点で本原因菌が検出された。11月には西部沿岸域の平均水温は 10.7"0と低下した

が本原因菌は8ヶ所から検出され，東部沿岸域の平均水温は8.400で7ヶ所から検出された。その

後 12月から 2月にかけて西部沿岸域の平均水温は600前後で推移し，水温の変動は少なかった

が， 12月に4ケ所， 1月に5ケ所から本原因菌が検出された。しかし 2月には全く検出されなく

なった。一方，東部沿岸域では 12月の平均水温7.7"0から 2月の 3.200まで徐々に低下し，検出定

点数も 12月が3ケ所， 1月が2ヶ所で， 2月には検出されなかった。なお， 2月の試料については

他の月の試水の 10倍量を供試したが，それでも本原因菌は検出されなかった。以上のように西部
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沿岸域と東部沿岸域での水温と本原因菌検出定点数はほぼ同様の変動を示したが，全般的に水温

が高く経過した西部沿岸域で長期間にわたり高率に本原因菌が検出される傾向が認められた。

渡島半島沿岸における本原因菌の菌数

渡島半島の各定点において一般生菌数および本原因菌の菌数を測定したが，そのうち酋部沿岸

定点の一例として大崎，東部の一例として臼尻-1定点の結果を Table1に示した。本原因菌の菌

数は大崎で 10月に450/100ml，臼尻ー1で9月に 220/100mlと最大値を示した。この傾向はそれ

ぞれの地区の定点でも同様で，西部沿岸域では江差ー1において 10月に 1，2∞/100ml，東部では大
船で9月に 1，200/100mlと本調査における最大値を示した。本原因菌の菌数変動は本菌検出率の

変動とほぼ同様の傾向を示した。一方，一般生菌数は西部沿岸域では2.0X 102 -4.5 X 104/ml，東部

では 3.0X 102 -l.5 X 105/mlの範囲で変動した。しかし一般生菌数の変動と本原因菌の菌数あるい

は検出率との聞に有為の関係は認められなかった。

Table2. D前田tionof the red-spoもformingb副総rmmmco幽旬l釘 'eaof Hokkaido during 1988. 

T(e-mCp) . 
Deもection

T(e℃mp) . 
De七ection

Pl邸 e Da七e of七，he Pla応e Date ofもhe
orgamsm orgamsm 

Kennichi 13 Jun. 13.0 Tomam帥 24 Sept. 20.5 + 
Nagaiso 13 14.0 Teshio 24 19.6 

Y創nakoshi 13 11.0 Bakkai 24 18.0 

Kennichi 7 Jul. 17.5 + W叫rk阻 al 24 18.2 + 
Nagaiso 7 17.5 十 80uya P. 24 17.0 + 
Yamakoshi 7 19.0 + Iwaobetsu 27 15.8 + 
Naga国O 2 Sept. 21.9 Rausu 27 16.1 

Ab剖:hiri 4 Ichani 27 15.5 + 
8hari 5 + Abashiri 29 17.2 + 
Ichani 6 Kerochi 29 19.2 

Ryuzin P. 6 + 8aru 30 17.5 + 
8hizukari 7， + Horonai 30 17.4 + 
Mukawa 7 Rebun 280ct. 14.0 

Kumaishi 12 21.9 8hiribet剖1 28 11.5 

8hiribe飽u 16 19.2 Yakumo 28 13.0 + 
8himamaki 16 21.6 + 8uももsu 28 13.5 + 
Mo此aP. 16 21.9 + 8hari 24 Nov. 5.5 

8etana 16 21.9 + 8hizukari 27 8.2 

Momonai 18 20.9 + Mukawa 27 9.5 

Mourai 18 19.7 Monbetsu 28 

Hamamasu 18 19.5 Osh岨組be 27 Dec. 3.5 

Ofuyu 18 19.7 + 8hiribe飽u 27 6.0 

8ha伊1ma 19 20.5 8uttsu 27 6.0 

Yamakoshi 27 6.0 

224 



山田ら: マコンフー種苗糸赤変原因菌の北海道沿岸における分布

Kuma.ishム
Nagal.SO 
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Wakkanai 
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Souyam.isakム

Horonai 

Esan 

Fig. 2. Loca.tion of sa.mpling sI胤 andde慨もionof七hered-spot forming b郎総num.
Closed circle indica回 de闘志ionof the red-spoもformingb郎総rium. Open circle indicates 
non-de慨もionof the b部七erium.

他の北海道沿岸域における本原因菌の検出

上記の 21定点以外の 34地点における本原因菌の検出結果を T80ble2およびFig2に示した。本

原因菌は7月から 10月までの聞に北海道各地の 47試料中 21試料から検出された (T8oble2)。特

に9月には29試料中の半数以上の 16試料から検出された。また検出地点も特定の地域に限定さ

れることなく，本原因菌が広範囲に分布していることが明らかとなった (Fig.2)。

考 察

マコンブ種苗糸赤変原因菌Alte'l'側 onωsp.は種苗用母藻に付着して種苗培養水槽に侵入す

る。培養水槽内では他の細菌群の増殖の後に，本原因菌がそれらの細菌細胞を溶菌利用して急増

し，本原因菌の産生するプロデギオシン様赤色色素によって種苗糸の赤変が生じ，マコンブ芽胞

体が脱落する，すなわち芽落ち現象を呈する(絵面ら， 1988晶，b)。これらのことから当初は本原因

菌がマコンブの生活史に関連した生態を有しているものと考えた。しかしながら，本原因菌はコ

ンブ細胞構成成分のマンニトール，ラミナリン，フコイダン，セルロース，アルギン酸などを分

解せず，マコンブ葉体から本原因菌が検出される場合も成熟した母藻葉体の先枯れ部分からのみ

に限定されていた (Yumoωet801.， 198980)。さらに本原因菌の増殖あるいは生存に他の細菌細胞が

重要な役割を有し，特に本原因菌の増殖の場は細菌が集積している場所と考えられている

(Yumoω 飾品1.， 1989b)。

本報で定期的調査の対象とした渡島半島のうち，東部特に噴火湾沿岸はマコンブ養殖の盛んな

地区である。この沿岸域での本原因菌の検出結果はマコンブ養殖がほとんど行なわれていない西

部沿岸域の結果とほぼ同様であった。さらに高水温期の 9月にはコンブ養殖の有無とは関係なく

北海道沿岸の各地から本原因菌が分離された。以上のことから，本原因菌の分布，生態はマコン

ブ養殖とは直接関連性がないものと考えられる。ただ種苗用の天然産母藻を採取する時期が沿岸
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域で本原因菌の菌数が最高となる時期と合致し，本原因菌で汚染された母藻を種苗用としている

ために本病害が発生すると推察される。

なお，本報の調査結果並びにYumo旬的a1.(1989a)の結果を総合すると本原因菌は沿岸域にお

いて次のような年変動をしているものと考えられる。春季から夏季への水温上昇期において，水

温が本原因菌の発育下限温度(1000)以上となると増殖を開始し，約 1300以上となる頃に検出限

界 (10/1∞ml)以上に達する。その後，さらに水温が上昇するとともに菌数が増加し，最高水温
に達する時期あるいはその後わずかに水温が低下する時期に菌数が最高値を示す。水温が 10

0

0以

下に低下すると本原困菌は増殖せず，時間の経過とともに検出限界以下の菌数となる。なお， 2月

の試料については他の月の 10倍量を供試したが本原因菌を検出で、きなかった。これまでにも冬季

から春季にかけて，これらの沿岸域において本原因菌の検出を試みてきたが全く検出されず，本

原因菌が沿岸域に常在するのか，あるいは海流等によって流入してくるのかは不明である。今後，

さらに検出感度の高い方法を考案して本原因菌の生態を解明する必要がある。
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